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第１章 点検評価結果の概要
１ 趣旨説明

山県市教育委員会では「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２７条の規定に

基づき、平成２２年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検評価を行い、その結果に関する報告を行うものです。

なお、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に規定されている教育委員会の職

務権限は下記のとおりです。

【参考】

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

（教育委員会の職務権限）

第２３条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲げ

るものを管理し、及び執行する。

（１） 教育委員会の所管に属する第３０条に規定する学校その他の教育機関（以下「学

校その他の教育機関」という。）の設置、管理及び廃止に関すること。

（２） 学校その他の教育機関の用に供する財産（以下「教育財産」という。）の管理に

関すること。

（３） 教育委員会及び学校その他の教育機関の職員の任免その他の人事に関すること。

（４） 学齢生徒及び学齢児童の就学並びに生徒、児童及び幼児の入学、転学及び退学に

関すること。

（５） 学校の組織編制、教育課程、学習指導、生徒指導及び職業指導に関すること。

（６） 教科書その他の教材の取扱いに関すること。

（７） 校舎その他の施設及び教具その他の設備の整備に関すること。

（８） 校長、教員その他の教育関係職員の研修に関すること。

（９） 校長、教員その他の教育関係職員並びに生徒、児童及び幼児の保健、安全、厚生

及び福利に関すること。

（１０）学校その他の教育機関の環境衛生に関すること。

（１１）学校給食に関すること。

（１２）青少年教育、女性教育及び公民館の事業その他社会教育に関すること。

（１３）スポーツに関すること。

（１４）文化財の保護に関すること。

（１５）ユネスコ活動に関すること。

（１６）教育に関する法人に関すること。

（１７）教育に係る調査及び指定統計その他の統計に関すること。

（１８）所掌事務に係る広報及び所掌事務に係る教育行政に関する相談に関すること。

（１９）前各号に掲げるもののほか、当該地方公共団体の区域内における教育に関する

事務に関すること。
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（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表

しなければならない。

（２） 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。

２ 点検評価の実施について

教育委員会は、「山県市教育委員会点検・評価実施要綱」に基づき、平成２２年度の教

育委員会の事務事業等について、次の内容の点検・評価を実施しました。

（１）教育委員会の活動状況等

教育委員会会議の実施状況、調査活動の実施等について

（２）事務の管理及び執行の状況

「山県市の教育基本方針」に示す施策の執行状況及びその成果について

＜評価について＞

上記項目について、次の４区分により、その達成度の評価を行いました。

評 定 内 容

Ａ 順調に達成しているもの

Ｂ おおむね順調に達成しているもの

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの

Ｄ 順調でないもの

なお、地教行法第２７条第２項に規定されている「教育に関し学識経験を有する者の知

見の活用」については、「山県市教育委員会点検評価委員会設置要綱」に基づき、評価委

員会を設置し、評定結果に対する意見の聴取を行いました。

３ 点検評価結果について

（１）点検評価結果全体の概要

◇教育委員会の活動状況

①教育委員会会議の状況 ・・・・・・・ 順調に達成している （Ａ）

②調査活動の状況 ・・・・・・・・・・ 順調に達成している （Ａ）

◇事務事業の執行状況（全４６項目について評価）

Ａ 順調に達成しているもの ３６／４６項目（７８％）

Ｂ おおむね順調に達成しているもの １０／４６項目（２２％）

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０／４６項目（ ０％）

Ｄ 順調でないもの ０／４６項目（ ０％）
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（２）分野ごとの点検評価結果

平成２２年度の重点施策別の点検評価結果は、下記のようになりました。

重点目標１ （全９項目） Ａ 順調に達成しているもの ９ 項目

「学ぶ意味や喜びを

味わえる学習づくり」

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ０ 項目

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目

Ｄ 順調でないもの ０ 項目

重点目標２ （全９項目） Ａ 順調に達成しているもの ８ 項目

「児童生徒のよさを

生み出す環境づくり」

Ｂ おおむね順調に達成しているもの １ 項目

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目

Ｄ 順調でないもの ０ 項目

重点目標３ （全８項目） Ａ 順調に達成しているもの ５ 項目

「信頼に満ちた

安心･安全な学校づくり」

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ３ 項目

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目

Ｄ 順調でないもの ０ 項目

重点目標４ （全12項目） Ａ 順調に達成しているもの ９ 項目

「「学び」と「活用」の

サイクルの確立」

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ３ 項目

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目

Ｄ 順調でないもの ０ 項目

重点目標５ （全 6 項目） Ａ 順調に達成しているもの ５ 項目

「ゆとりとうるおいを

実感できる文化芸術活動」

Ｂ おおむね順調に達成しているもの １ 項目

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目

Ｄ 順調でないもの ０ 項目

重点目標６ （全２項目） Ａ 順調に達成しているもの ０ 項目

「人間尊重の精神に

あふれた人づくりの推進」

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ２ 項目

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目

Ｄ 順調でないもの ０ 項目
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（３）事業ごとの評価一覧表

「山県市の教育振興計画」に示された「重点施策」「主要施策」「主要事業」に平成２２

年度の「実施事業」を結びつけて評価を行いました。それぞれの関係及び「実施事業」の

評価は、以下のとおりとなります。

評価記号 「➘」＝21 年度評価より下がる。 「➚」＝21 年度評価より上がる。

【重点目標１】学ぶ意味や喜びを味わえる学習づくり

主要施策１ 学習指導方法の工夫改善の推進 評価

(１)『分かる授業・心にひびく教育』推進事業 Ａ

(２) 学校管理訪問事業 Ａ

(３) 教職員の広域人事交流・研修校派遣事業 Ａ

主要施策２ ふるさとの伝統や地域性を生かした特色ある教育活動の充実 評価

(１) 学校提案型教育活動推進事業 Ａ

(２) ふるさと大好き、わくわく体験事業 Ａ

主要施策３ 学校間連携事業の充実 評価

(１) 体力つくり・スポーツ振興事業 Ａ

(２) 芸術・文化教育推進事業 Ａ➚

主要施策４ 教育センター機能の充実と改革 評価

(１) 「力のある教師」を育てる教職員研修推進事業 Ａ

(２) 教育センター機能充実事業 Ａ

【重点目標２】児童生徒のよさを生み出す環境づくり

主要施策５ 学校整備の推進 評価

(１) 小・中学校の耐震化事業 Ａ

(２) 学校木質化推進事業 Ａ

(３) エコ改修推進事業 Ａ➚

主要施策６ 学校適正規模化の推進 評価

(１) 学校適正規模の方針に基づいた統合推進事業 Ａ

主要施策７ 快適な学習環境整備の推進 評価

(１) バリアフリー化推進事業 Ａ

(２) トイレ美化推進事業 Ａ

(３) 冷暖房設備整備事業 Ａ

主要施策８ 読書活動の充実と情報教育の推進 評価

(１) 学習用ＩＣＴ整備事業 Ｂ

(２) 楽しい図書館づくり推進事業 Ａ
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評価記号 「➘」＝21年度評価より下がる。「➚」＝21 年度評価より上がる。「＊」＝22 年度新規事業

【重点目標３】信頼に満ちた安心・安全な学校づくり

主要施策９ 学校保健の充実と食育の推進 評価

(１) 学校保健「心と体の健康」推進事業 Ａ

(２) 地産地消と食育推進事業 B

(３) 調理員研修充実事業 Ａ

(４) 調理場整備推進事業 Ａ

主要施策 10 学校サポート体制の充実 評価

(１) 学校支援員等配置事業 B

(２)『心の居場所』事業 B

主要施策 11 緊急事態への態勢強化を推進 評価

(１) 携帯電話を活用した安心ネット事業 Ａ

(２) 生徒指導連携強化事業 Ａ

【重点目標４】「学び」と「活用」のサイクルの確立

主要施策 12 乳幼児期からの家庭教育の推進 評価

(１) 家族ぐるみの子育て実践事業（家庭教育学級・講座の開設） Ａ

(２) 「楽しい子育て」支援事業 Ａ

主要施策 13 青少年健全育成の推進 評価

(１) 青少年健全育成事業 Ｂ

(２) 成人式開催事業 Ａ

(３) 学校支援地域本部事業 Ａ

主要施策 14 新たな生涯学習人口の増加と地域づくりの推進 評価

(１) 生涯学習関係団体育成･支援事業 Ａ➚

(２) 地区公民館事業 Ｂ

(３) 交流センター管理･運用事業 Ｂ

主要施策 15 生涯スポーツの振興 評価

(１) 体育施設指定管理事業 Ａ

(２) 体育施設管理事業 Ａ

(３) スポーツ関係団体育成･支援事業 Ａ

(４) 総合型地域スポーツクラブ育成･支援事業 Ａ

(５) 国体開催準備事業（22 年度より市長部局へ事業移管） －
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※評価記号 「➘」＝21年度評価より下がる。「➚」＝21 年度評価より上がる。

【重点目標５】「ゆとり」と「うるおい」を実感できる文化芸術活動

主要施策 16 文化芸術活動基盤の充実と活動の推進 評価

(１) 文化の里花咲きホール活用事業 Ａ

(２) 古田紹欽記念館展覧会等開設事業 Ａ

主要施策 17 市民の読書活動の推進 評価

(１) 読み聞かせ教室の開催事業 A

(２) 図書の充実事業 A

主要施策 18 文化財や伝統芸能等の継承推進 評価

(１) 文化財保存事業 B

主要施策 19 国際理解教育の推進 評価

(１) 青少年の海外派遣事業 Ａ

【重点目標６】人間尊重の精神にあふれた人づくりの推進

主要施策 20 学校における人権教育の推進 評価

(１) 学校人権教育推進事業 Ｂ

主要施策 21 あらゆる場、あらゆる機会での人権教育の推進 評価

(１) 社会人権教育推進事業 Ｂ

＊評価 「➘」＝21 年度評価より下がる ・・・ ０項目

「➚」＝21 年度評価より上がる ・・・ ５項目

「－」＝評価しなかった項目 ・・・・・ １項目
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第２章 各事務事業毎の点検評価シート

様式第 1 号 教育委員会の活動状況 点検評価シート 山県市教育委員会

内容項目 実 績 成果・課題 評価

教育委員会会議の実施状況

○開催回数

定例会議 9 回（H21： 8 回）

臨時会議 0 回（H21： 1 回）

○審議件数

専決 3 件（H21： 5 件）

報告 3 件（H21： 2 件）

議案 19 件（H21： 39 件）

※審議案件の詳細については、４５ページ以降に

掲載しています。

【成果】

○議案の審議が厳正に行われた。また、会議終了後

には、委員からの情報提供や事務局からの事業の

進捗状況その他の報告に関し、委員と事務局との

意見交換が活発に行われた。

移動教育委員会を１回開催（H21：2 回 ）

【課題】

●会議の毎月開催に努め、教育委員会の円滑な運営

及び教育振興計画を推進するため政策会議を開催

し、教育委員会の更なる活性化を図る。

Ａ

調査活動の状況等

○視察調査

・市内視察

小・中校学校訪問

小・中学校研究授業

教育センター実施事業の視察

図書館等文化ゾーン実施事業の視察

公民館学習発表会

教育施設の耐震等安全確認 他

・市外視察

岐阜県教育委員会連合会研修会（坂祝町）

・協議会

協議会 8 回（H21： 7 回）

・市長との意見交換会 １ 回

【成果】

○学校訪問等を行い、各学校の特色有る教育実践を

視察するとともに、学校長等との意見交換により

学校の現状把握をすることができた。

生涯学習施設での活動状況を視察し、文化振興の

重要性を再認識することができた。

各種教育施設の耐震補強及び改修工事の進捗状況

を視察し、施設の安全確認をすることができた。

【課題】

●市民から信頼される教育行政の運営を目指し、各

種団体と連携を密にし意見交換を積極的に行い、

教育委員会の更なる活性化を図る。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り

■主要施策１

学習指導方法の

工夫改善の推進

○教職員の授業

力を高め、児童

生徒に確かな

学力を育てま

す。

（１）『分かる授業・心にひびく教育』

推進事業

・山県市立学校６つの共通実践

・推進校指定、研修校指定による

各種研究会の充実

・就学指導委員会、相談会の充実

と特別支援学校との連携による

早期からの就学指導の充実

・特別支援コーディネーターや教育

相談員による研修と活用

学校

教育課

２２年度 「基礎学力定着支

援事業」推進校指定

・3 校（桜尾小・美山小・高

富中）＝県指定学力定着事

業を兼ね、市の学力向上プ

ランを推進する。

２２年度指定校公表会開催

・2 校（伊自良南小・いわ桜小）

就学指導委員会 ４回開催

就学相談会 ２回開催

特別支援コーディネーター

研修会 ２回開催

教育相談員研修会 ２回開催

≪成果≫

○学力向上プラン推進運営

委員会を発足し、推進校、

教育研究会教科部、研究

員会が連携して学力向上

に向けた実践を行った。

○保育園との連携を強化

し、早期からの就学指導

を強化できた。

≪課題≫

●普通学級に在籍する特

別に支援を必要とする

児童生徒に対しての個

別指導を強化する。

Ａ

（２）学校管理訪問事業

・山県市立学校６つの共通実践の

状況把握と推進

・全教職員の授業等の参観、助言に

よる授業力等の資質向上

・子どもと向き合う時間を確保する

ための事務の効率化の推進

・児童生徒の安全確保や教職員の服

務規律の徹底

学校

教育課

学校管理訪問

・岐阜教育事務所と共同で第

１回目の訪問 ６校

・市単独での第１回管理訪問

６校、第２回訪問 １２校

・のべ２４校（各校２回）

校長会・教頭会を通して、「６

つの実践」と学校のスリム化

への取り組み強化を指導し、

管理訪問においてその成果

の見届けをした。

≪成果≫

○学校管理訪問において

「６つの実践」の趣旨と

ねらいを徹底し、その具

現に向けて積極的に推

進できた。

○スリム化の意識が高ま

り、子どもと向き合う時

間の確保に努めた。

≪課題≫

●授業の参観、指導助言に

より教職員の授業力の

一層の向上を図る。

Ａ

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り

■主要施策１

学習指導方法の

工夫改善の推進

○教職員の授業

力を高め、児童

生徒に確かな

学力を育てま

す。

（３）教職員の広域人事交流･研修校

派遣事業

・市内経験 10～15 年を基準とした広

域的な人事交流

・中堅的立場の教職員の広域派遣、

他市の指導力のある教職員の受け

入れによる教育活動の活性化

・市内研修校への計画的な人事派遣

学校

教育課

広域人事交流

・岐阜市へ １名

・本巣市へ １名

・各務原市へ ２名

・関市へ １名

研修校への派遣

・岐阜市研修校へ ２名

・本巣市研修校へ １名

広域派遣受け入れ

・岐阜市より ２名

・各務原市より ２名

・関市より ３名

・白川村より １名

研修派遣受け入れ

・高富小へ １名

・高富中へ １名

≪成果≫

○広域人事交流対象者は

減少しているが、周辺他

市研修校派遣が３名あ

り、計画的、継続的に派

遣事業を進めることが

できた。

○市外からの教職員を受

け入れ、教職員の活性化

を図ることができた。

≪課題≫

●職員全体の年齢層が高

いことや広域人事交流

を終えた職員が多いこ

とから、今後の交流や派

遣は難しい状況にある。

市内経験１０年を経過

したら、積極的、計画的

に広域人事を進めてい

く。

A



10

様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り

■主要施策２

ふるさとの伝統

や地域性を活か

した特色ある教

育活動の充実

○ふるさと山県

に一体感や愛

情･誇りがもて

る児童生徒を

育てます。

（１）学校提案型教育活動推進事業

・地域の伝統産業や自然、施設、人

材を活用した「ふるさとに学ぶ提

案型体験活動」の推進

・地域や学校の伝統の上に立った「特

色ある教育活動」の推進

学校

教育課

学校提案型教育活動

全１２校で実施

テーマ

環境、農業体験、伝統芸能

等多岐にわたる実践で、地域

人材の活用が推進された。

学校支援地域本部事業の

活用により、地域人材の活

用が図られ、地域と学校を

つなぐことができた。

≪成果≫

○学校や地域の特色を生か

した実践が積み上げるこ

とができた。

○学校支援地域本部事業と

連携し、地域人材を積極的

に活用する中で、より一層

ふるさと山県に愛着がも

てる活動となった。

≪課題≫

●地域の文化、日本の伝統的

な文化を学び、継承する機

会の一層の充実を図る。

Ａ

（２）ふるさと大好き、わくわく

体験事業

・ふるさと教育の一環としての宿泊

体験プログラムの開発

・学校、地域、施設の連携による

体験機会、指導者等の開拓

学校

教育課

市内全小学校の５年生（伊

自良南小・北小は４年生）

が宿泊体験活動をグリー

ンプラザみやまのコテー

ジにて実施した。

＜主な活動＞

登山、野外炊事、キャンド

ルサービス、化石学習、

そば打ち、クラフト体験

≪成果≫

○学校支援地域本部事業

と連携して地域の指導

者の確保ができた。

○すべての児童が地域の

自然や文化に触れなが

ら、仲間と共にやり遂げ

る喜びを実感すること

ができた。

≪課題≫

●雨天時にも、川や森林な

ど山県の自然に直接触

れることが出来る活動

内容を工夫していく。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り

■主要施策３

学校間連携事業

の充実

○全ての学校が

参加し、体を鍛

え、豊かな心を

はぐくみます。

（１）体力つくり･スポーツ振興事業

・主体的な児童の体力向上を目指す

市小学生陸上記録大会を開催

・技能向上と他校との交流を図り健

全なスポーツ精神を養う市中学校

総合体育大会の開催

学校

教育課

・市内全小学校５年生・６年

生を対象に実施

≪ねらい≫

記録向上への意欲を高め、

体力や運動能力の向上と生

涯にわたって親しむ態度を

育てる。

≪参加者数≫

５年男子…４７人 ５年女子…３５人

６年男子…５０人 ６年女子…４６人

・合 計…１７８人(-31)

・参加率…30.0%

≪成果≫

○各児童が意欲的に取り

組むことができた。

○大会に向けて各校で練

習を行い記録向上への

意識づけができた。

≪課題≫

●運動に苦手意識のある

児童生徒も参加できる

内容を工夫する。

●体育等の授業と関連付

けて、練習時間の確保を

していく。

時間的な余裕

があるならば

リレーなど種

目を増やすこ

とも検討して

ほしい。 Ａ

（２）芸術・文化教育推進事業

・市文化事業推進委員会（文学部、

絵画部、書展部、音楽部）による

推進体制

・文集「やまびこ」の学習活動への

活用

・絵画･書写作品の展示方法の工夫に

よる市民への紹介

学校

教育課

・各学校において、過去の文

集「やまびこ」の作品を読

む学習活動を位置付け児

童生徒に作文指導を行っ

た。

・絵画部、書展部は教育セン

ターを活用して展示会を

行い、児童生徒だけでなく

保護者や市民に紹介し啓

発活動を行った。

・花咲ホールにおいて市内全

小学校４年生、中学校２年

生が参加して音楽会を行

った。

≪成果≫

○展示期間を延ばし、休日

も含まれていたため、家

族そろって参観する家

庭が増えた。

○市内全小中学校が合唱を

披露することで、お互い

の学校の合唱の美しさや

取り組みの素晴らしさを

感じ取ることができた。

≪課題≫

●展示会の開場時間を夜

間まで延長し、市民の参

観を増やしていく。

Ａ
➚
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り

■主要施策４

教育センター機

能の充実と改革

○各種事業推進

のためのセン

ター機能を強

化、効率化を図

ります。

（１）「力のある教師」を育てる教職

員研修推進事業

・教職員の研修意欲やニーズを満た

す研修講座の開設

・教育実践の情報の教職員への提供

・新しい教育センター組織・施設の

検討

学校

教育課

・マイニーズ研修等を行うに

当たり、前年度の講座への

評価を生かした内容の講

座を開設した。

・研究成果や研究会の交流内

容を刊行物にまとめ、発信

した。

・センター事業の運営を図る

人材を確保した。

≪成果≫

○教職員の資質向上を図

る研修会を年間で３５

回、調査研究の委員会を

１４回開催した。参加人

数も延べ２,３００人と

なった。

○各講座の中に、１２年目

までの若手教員の指導

力向上についての内容

を取り入れた。

≪課題≫

●ニーズに対応できる研

修講座の数と時間の確

保をしていく。

Ａ

（２）教育センター機能充実事業

・教育センターの施設移転の検討

・児童生徒の優秀作品の保管と活用

・教育相談教室コスモスによる「コ

スモス電話相談」の開設

学校

教育課

・閉校となった学校の施設利

用を開始した。

・野外学習の道具を県施設か

ら譲り受け、備品として活

用した。

・保護者を対象に電話相談を

開設した。

・児童生徒の「夏休み作品展」

最優秀作品を市役所３階

ロビーや教育長室で展示

した。

≪成果≫

○機能を一元化すること

で学校教育を総合的に

支援する機関としての

充実を図った。

○コスモスの開設時間を

終日に延長することで、

来室する児童生徒や電

話相談に対してより手

厚い支援をすることが

できた。

≪課題≫

●施設や備品を整備した

り、研修内容を一層充実

させたりする。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り

■主要施策５

学校整備の推進

○だれもが安心

で、だれにも快

適な環境とし

ての学校を創

ります。

（１）小･中学校の耐震化事業

・耐震診断結果をもとにして、計画

的に耐震化を進め、平成 24 年度末

に 100％をめざす。

学校

教育課

計画とおり実施できた。

・富岡小学校 １棟完了

（南校舎）

・いわ桜小学校 1 棟完了

（校舎）

・高富中学校 １棟完了

（体育館 H21繰越事業）

≪成果≫

○児童生徒の安全が確保

できた。

≪課題≫

●重要な課題であるため、

遅れのないように計画

的に取り組んでいく。

Ａ

（２）学校木質化推進事業

・耐震化工事や改修工事に合わせた

木質化への取組

学校

教育課

計画とおり実施できた。

・高富中学校体育館において

県内産材内装木質化を取

り入れることができた。

≪成果≫

○体育館の壁面を木質化

することで、ぬくもりの

ある温かな学習環境を

整備することができた。

≪課題≫

●学校施設改修事業の計

画時に地産地消を含め

検討し進めていく。

Ａ

（３）エコ改修推進事業

・エコ改修によるＣＯ2削減や学校の

電気料金節約の推進

・エコ改修を活用した環境教育、エ

ネルギー教育の推進

・被災時の非常用電源としての活用

学校

教育課

計画とおり実施できた。

太陽光発電設備設置

（H22繰越事業）

・高富小学校

・高富中学校

・美山中学校

≪成果≫

○太陽光発電設備設置工

事が完了し環境教育の

整備が図れた。

≪課題≫

●学校施設改修事業の計

画時に検討し進めてい

く。

Ａ
➚
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り

■主要施策６

学校適正規模化

の推進

○地域の実情や

動向を見つめ、

学校の適正規

模化を推進し

ます。

（１）学校適正規模の方針に基づい

た統合推進事業

・複式学級が想定される小規模小学

校の早期の見定め

・過小規模中学校の教育課程や人事

措置をしたうえでの学校統合の必

要性の判断

学校

教育課

・「山県市小学校及び中学校

適正規模推進計画」に基づ

いて、適正規模の見定めを

行い、２２年度の取り組み

について広報誌、HP 等で

広く市民に周知した。

・西武芸、富波、乾小学校の

３校が統合し、４月１日よ

り美山小学校としてスタ

ートした。

≪成果≫

○統合した美山小学校は、

保護者、地域住民の理解

と協力のもと、地域ぐる

みの学校として順調か

つ円滑に学校教育を推

進していくことができ

た。

○伊自良中学校について

は、他校の教員に兼務を

発令し、全教科において

専門免許を持つ教員が

指導にあたれるように

なった。

≪課題≫

●１学年１５人を下回る

小規模小学校について

は、今後の動向を注視し

ていくとともに、地理的

条件等を考慮して統合

推進の検討を進めてい

く。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り

■主要施策７

快適な学習環境

整備の推進

○全ての人に優

しく、居心地の

よい学習環境

を整備します。

（１）バリアフリー化推進事業

・段差解消、手すり設置等、障がい

者に優しい施設環境の整備

・全小・中学校への障がい者用トイ

レの設置

学校

教育課

計画とおり実施できた。

手摺設置

・高富小学校(ﾌﾟｰﾙ棟･外部)

段差解消、障がい者トイレ

・高富中学校 (体育館)

≪成果≫

○児童生徒や来校者に安

全で安心な学習環境を

整備することができた。

≪課題≫

●学校施設改修事業の計

画時に検討し進めてい

く。

Ａ

（２）トイレ美化推進事業

・計画的なトイレの乾式への改修

・和式便器から洋式便器への移行

・トイレの清掃美化活動

学校

教育課

計画とおり実施できた。

トイレ 乾式化・洋式化

・高富中学校 (体育館)

≪成果≫

○衛生的で気持ちのよい

トイレ環境を整備する

ことができた。

≪課題≫

●学校施設改修事業の計

画時に検討し進めてい

く。

Ａ

（３）冷暖房設備整備事業

・全教室への扇風機の設置

・老朽化した暖房機器の更新

・ランチルームへの空調設備の設置

・空調設備の計画的な更新

学校

教育課

計画とおり実施できた。

教室扇風機設置

・富岡小(８室)･桜尾小(１室)

・伊南小(２室)･伊中(３室)

・いわ桜小(２室)

ランチルーム空調機設置等

・高富小・梅原小・桜尾小

・大桑小・美山小・いわ桜小

・富岡小(修理)

≪成果≫

○快適な学習環境を整備

することができた。

≪課題≫

●児童生徒数の動向を検

討しながら計画的に取

り組んでいく。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り

■主要施策８

読書活動の充実

と情報教育の推

進

○すべての児童

生徒が読書に

親しみ、快適に

情報機器を活

用できるよう

にします。

（１）学習用ＩＣＴ整備事業

・電子黒板等、最新の視聴覚教材や

教育機器の段階的、計画的整備

・児童生徒 3.6 人に 1 台を目指す、

パソコンの整備

・児童生徒や教職員への情報モラル

教育の徹底

学校

教育課

・前年度に全学校の校務用パ

ソコン等を増設したこと

に伴い、教育委員会セキュ

リティーポリシーの改正

を行った。

・電子黒板ユニット等電子機

器を活用した授業例を各

校が提案し交流会を行っ

た。

・各学校において、年数回情

報モラル研修を行った。

≪成果≫

○教師一人一人の情報モ

ラルやリテラシーの意

識を高めることができ

た。

○映像等を活用すること

で、分かりやすい授業等

教育活動が実現できた。

≪課題≫

●各校の教育用 PC を新し

くする必要がある。また

児童生徒 3.6 人に１台を

目指し整備していく。

B

（２）楽しい図書館づくり推進事業

・全小･中学校への読書指導員の配置

・読書指導員の実践的な研修会開催

・学校図書館の修繕や設備の充実と

ボランティア募集による環境整備

学校

教育課

全小中学校に読書指導員を

配置し、年３回の研修会を行

った。(小規模校は、２校兼務)

１回目 美山中学校図書館

視察

２日目 岐阜地区図書館

サミット参加

３回目 各校の交流会

≪成果≫

○図書館運営の交流会を

行うことで、各校の図書

館の掲示等が充実した。

○読書指導員による積極

的な働きかけで読書を

する児童生徒が増加し

た。

≪課題≫

●保護者の読書に対する

関心を高め、さらに児童

生徒の読書率を上げる。

児童生徒の読

書離れを少な

くしてほしい。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り

■主要施策９

学校保健の充実

と食育の推進

○健康な心身を

はぐくむ学校

保健･食育の充

実に努めます。

（１）学校保健「心と体の健康」推

進事業

・専門的立場からの助言を教育活動

に活かす医師会、歯科医師会、薬

剤師会等の関係機関との連携

・学校の実情に応じた年間計画の策

定による保健教育の充実

学校

教育課

各学校及び山県市学校保

健会が、医師会、歯科医師会、

薬剤師会と連携を図り、次の

事業を実施した。

・各種健康診断

・歯と口の健康つくり審査

・学校環境衛生活動調査

・岐阜県学校歯科保健研究大

会（山県市大会）で歯と口

の健康つくりの実践発表

≪成果≫

○学校と学校医が連携を

図り、児童生徒の健康づ

くりができた。

○各学校が年間指導計画

を基に、健康教育に取り

組んだ。

○岐阜県学校歯科保健研

究大会で、山県市のフッ

化物洗口等の実践を県

内に発信できた。

≪課題≫

●各学校の学校保健安全

委員会に担当学校医全

員の参加を求める。

Ａ

（２）地産地消と食育推進事業

・山県ふるさと食材を活かす献立の

工夫

・食育や地場産業の育成の観点を大

切にした食材の安定的な供給

・欠食や孤食等の食生活の改善と家

庭への啓発

学校

教育課

各小中学校で地産地消を

推進した。

・食品数における地場産物使

用割合

小中学校 平均 30.1 ％

全ての学校の学校保健委

員会や給食試食会等で、栄養

教諭及び学校栄養職員を中

心に食育講話を実施した。

≪成果≫

○県の指針である地場産

物使用割合 30％を季節

によっては超えること

ができた。

≪課題≫

●朝食欠食や孤食等の食

生活の改善を家庭と一

体となって推進する。

B
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り

■主要施策９

学校保健の充実

と食育の推進

○健康な心身を

はぐくむ学校

保健･食育の充

実に努めます。

（３）調理員研修充実事業

・衛生管理の再確認と徹底

・地域や日本の食文化を大切にし、

おいしく、栄養価の高い新しい献

立の開発

学校

教育課

・春夏２回「学校給食の衛生

管理について」をテーマに

全調理員対象に調理員研

修会を行った。

・調理実習では、山県市が取

り組んでいる歯にいいメ

ニューとして「豆腐飯・大

豆入り松風焼き・かみかみ

和え」を考えた。

≪成果≫

○衛生管理意識をより一

層高めた。また、調理実

習で考えたメニューを

実際に１０月、１１月の

給食献立として提供し

た。

≪課題≫

●調理現場での衛生管理

の徹底について、栄養教

諭及び学校栄養職員を

中心に再度確認する。

Ａ

（４）調理場整備推進事業

・安全性と効率性を大切にした調理

場の整備

・ドライシステム運用の徹底による

安全管理

学校

教育課

・各学校とも衛生管理研究会

等の折にドライシステム

運用の再確認を行った。

≪成果≫

○ドライシステム運用の

必要性を理解し、安全管

理に対する意識が高ま

った。

≪課題≫

●調理場機器の老朽化に

対する検討をしていく。 Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り

■主要施策１０

学校サポート体

制の充実

○全ての児童生

徒が等しく安

全に学べる教

育環境を創り

ます。

（１）学校支援員等配置事業

・全ての学校に、学習支援員･教育サ

ポーター等を配置し、特別な支援

を必要とする児童生徒の学業等を

支援

・学習支援員等の研修会を企画し、

情報交流や指導法交流を行い、支

援機能の強化

学校

教育課

学習支援員 １１名

教育相談員 ３名

読書指導員 ８名

教育サポーター ５名

・学習指導に関わる支援員を

各学校１～２名配置

・高富中学校にＡＬＴを1名

配置

・読書指導員を全ての学校に

配置

≪成果≫

○学習支援や読書指導を

行うための市費講師を

全学校に配置し、児童生

徒にきめ細かな指導を

進めることができた。

≪課題≫

●研修会や交流会を通し

て、各支援員の指導力を

高めるとともに、より効

果的な活用をしていく。

Ｂ

（２）『心の居場所』事業

・市内３校を重点校として教育相談

員を配置し、連携体制を整備

・生活相談の実践的な指導法の研修

を日常的に実施し、情報の確実な

把握

学校

教育課

・重点校（高富中・伊自良南

小・美山中）に１～２名の

教育相談員を配置

・年１２回の研修会の実施

＜内容＞

・指導法の講話

所長、次長、市教委

・事例交流

・情報交流

≪成果≫

○事例交流を通して、様々

なケースの対応方法を

検討することで、家庭と

のより緊密な連携を推

進することができた。

≪課題≫

●２２年度以降の教育セ

ンターの機能充実事業

と連動し、教育相談の在

り方を見直す必要があ

る。

Ｂ



20

様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り

■主要施策１１

緊急事態への態

勢強化を推進

○安心･安全な学

校をめざし、危

機管理･安全教

育を充実しま

す。

（１）携帯電話を活用した安心ネッ

ト事業

・不審者情報の携帯電話･パソコンへ

の配信

・配信元の学校単位機能による教職

員や保護者への情報配信

学校

教育課

・携帯電話メールを利用した

安心ネットに全保護者の

９５％以上が登録し、不審

者情報等や学校の行事連

絡に利用している。

（９５％以上の登録あり）

・ＰＴＡ役員のグループ化を

作成し会議等の連絡をし

た。

≪使用頻度≫

・教育委員会……１６件

・各学校………５８１件

≪成果≫

○岐阜地区内の不審者情

報を素早く周知できた。

○学級の連絡網を用いた

電話連絡に比べ、スピー

ドや正確さが増した。

≪課題≫

●保護者の登録ミスをな

くす工夫が必要である。

●効果的な活用のため年

度初めに各学校の担当

職員に研修会を行う。

Ａ

（２）生徒指導連携強化事業

・中学校区別交流会の開催と自然体

で情報交流や課題などの実践的な

検討を行う「山県市生徒指導情報

交流会」の設置

・生徒指導連携強化委員会研修会の

開催による最新の知識や指導法の

研修充実

・中高研究部会の開催による生徒の

様子の交流を通して生徒指導の方

向性の検討

学校

教育課

＜ねらい＞

児童生徒の自己指導能力

を高めるための連携の在

り方

＜構成員＞

市内小中高等学校校長・ＰＴＡ

会長・ＰＴＡ関係役員・生徒指

導主事・青少年育成推進員・主

任児童委員・民生児童委員会長

＜活動＞

総会、小中高研究部会、研

修会を実施した。また、社

会教育関係と学校との交

流会の回数を増やし、情報

の共有化を図った。

≪成果≫

○各学校の情報交流をす

ることで、市内の生徒指

導について共通理解す

ることができた。

○青少年育成推進員など

地域の方々と情報交流

を図る場を位置付ける

ことができた。

≪課題≫

●家庭との連携をする場

の位置付けを工夫する。

●生徒指導主事の研修す

る場が必要である。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立

■主要施策１２

乳幼児期からの

家庭教育の推進

○家族ぐるみの

楽しい家庭教

育のあり方を

啓発します。

（１）家族ぐるみの子育て実践事業

（家庭教育学級・講座の開設）

・全保育園、小・中学校において家

庭教育学級を開設

・年間計画を立て、計画的に実施

・就学時健診の機会を活かした「子

育て講座」を開設し、「家族ぐるみ

の楽しい子育て」を啓発

生涯

学習課

・家庭教育学級

保育園･･･１０園

（平均６.８回）

小中学校･･･１２校

（平均５.４回）

・就学時健診時の子育て講座

小学校･･･９校（各校１回）

≪成果≫

○発達段階に応じた保護

者の在り方を知るなど

の学びの場を設定する

ことができた。

○保護者同士が子育ての

悩み等を交流する場と

なり、互いのつながりを

深めることができた。

○食育に関する内容等、新

しい講座を開設する学

校が増えた。

≪課題≫

●参加者を増やすための

企画内容を工夫する。

参加に消極的

な親に対して

積極的な参加

を促す必要が

ある。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立

■主要施策１２

乳幼児期からの

家庭教育の推進

○家族ぐるみの

楽しい家庭教

育のあり方を

啓発します。

（２）「楽しい子育て」支援事業

・子育て支援の講座やイベント等を

開催し、保護者の交流の場を提供

・子育ての情報収集や悩み解消、孤

立化を防ぐ世代間交流や地域住民

との交流の場の設定

・各種媒体を活用して、子育てに関

わる情報を発信

生涯

学習課

市子育て支援ネットワーク

協議会事業

・中学生との交流会

山県市の３中学校の生徒

と乳幼児との交流を行っ

た。

・ちびっこ運動会、ちびっこ

音楽会を開催した。

≪成果≫

○乳幼児との交流を通し

て生徒一人一人が子育

ての大変さ・親の大切

さ、また、命の大切さを

学ぶことができた。

≪課題≫

●将来親となる子ども達

に子育てにかかわる講

座を開設する。

●子育てにかかわる市内

の方全員に、子育て等の

情報を発信する方法を

協議する。

乳幼児との交

流を通して、

親のありがた

みを身にしみ

て感じた。ま

た、自分や仲

間の命の大切

さを考える機

会となった。

(中学生の声)

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立

■主要施策１３

青少年健全育成

の推進

○地域と家庭･学

校が一体とな

って青少年を

育てる体制を

整備します。

（１）青少年健全育成事業

・各青少年団体へ各小･中学校の連携

を強化し、地域主体の育成活動を

推進

・関係団体やボランティア団体と連

携した地域の安全確保

・地域と家庭･学校が一体となって児

童生徒を育てる体制の強化

生涯

学習課

市青少年育成市民会議に

て主に次の事業を実施した。

・総会

・主張大会

・中学生と市長と語る会

・推進大会

・街頭啓発

・各小学校区青少年育成市民

会議に補助金を交付し、地

域の青少年健全育成活動

をサポート

≪成果≫

○青少年を取り巻く現状

と課題について、関係機

関と情報を共有し、連携

を深めることができた。

○育成者・指導者の資質を

向上させることができ

た。

○青少年と地域が、交流を

通し相互理解を深める

ことができた。

≪課題≫

●地域の青少年健全育成

活動の充実度に差があ

るので、各地域の活動内

容等の交流会等を行う。

Ｂ

（２）成人式開催事業

・成人式や実行委員会の活動の広報

・実行委員を起用した記念式典企画

・実行委員会による記念パーティ

開催

生涯

学習課

成人式実行委員の企画によ

り美山中央公民館で開催した。

≪主な内容≫

・記念式典

・立食パーティ

・記念写真撮影

≪参加者≫

・対象：市内在籍(外国人含)

３６９人

・出席：２９０人

・出席率：７８.５％

（前年度７６％）

≪成果≫

○大人としての自覚と責

任を持つという意識を

高めることができた。

○実行委員の企画により、

記念パーティが開催で

きた。

≪課題≫

●実行委員を応募しても

少ないので、広報活動に

努める。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立

■主要施策１３

青少年健全育成

の推進

○地域と家庭･学

校が一体とな

って青少年を

育てる体制を

整備します。

（３）学校支援地域本部事業

・市学校支援地域本部実行委員会の

開催

・普及、広報活動の推進

・学校コラボレーターの行う学習支

援活動、部活動指導等各種支援活

動を効果的、効率的に行えるよう

計画･調整

生涯

学習課

２０年度から３年間、文部科

学省の委託事業として実施

した。

≪ねらい≫

・学校と地域住民が連携・協

働（コラボレート）するこ

とにより、学校教育の充

実、地域の教育力の再生を

考える。

≪推進組織≫

・市学校支援地域本部実行委

員会の設置

・３中学校区毎に「地域コー

ディネーター」各１名を位

置づけ

・３中学校区毎に「地域教育

協議会」を設置

・学校コラボレーター（ボラ

ンティア）募集

・２０１名の登録者（見守

り隊を除く）

≪活動≫

（１）学習支援

・教科部活動指導

・授業行事の補助

・郊外活動の引率

（２）環境支援

・除草作業

・図書室整備 等

≪成果≫

○学校支援地域本部を組

織し、コーディネーター

３名を中心に推進体制

を確立できた。

○学校コラボレーターに

２０１名の登録があり、

学校支援に成果を上げ

ることができた。

○年間４１９件、 延べ

１,５６９名が活動した。

≪課題≫

●学校コラボの諸活動が

地域社会の中で認知さ

れ、地域づくりに広げて

いく工夫をする。

●学校において多様なコ

ラボ活動が展開できる

よう、学校経営・授業づ

くり等に一層の工夫を

する。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立

■主要施策１４

新たな生涯学習

人口の増加と地

域づくりの推進

○だれもが自主

的に学ぶ生涯

学習のまちづ

くりのための

環境を整備し

ます。

（１）生涯学習関係団体育成･支援事

業

・自主的な運営や活動のための指導･

助言

・学習意欲を満たすことができる適

切な指導者の紹介

・団体と行政、他団体の連携のため

の助言

生涯

学習課

・子ども会育成協議会の映画

鑑賞会や、ＰＴＡ連合会の

研修会、発表会等の指導助

言を行い事業が円滑に実

施できた。

・青少年市民会議とＰＴＡと

の合同研修会が開催でき

た。

・県や地区組織等の上部組織

へ積極的に参加し、連携、

研鑽、親睦を図ることがで

きた。

≪成果≫

○子ども会、ＰＴＡ等の活

動を円滑に行うことが

でき、会の発展と会員相

互の理解、親睦が図れ

た。研修を通じて自己研

鑽ができた。上部組織と

の連携ができた。

≪課題≫

●各団体の活動内容の積極

的なＰＲを行うとともに、

事業内容の見直しを図る。

Ａ
➚

（２）地区公民館活性化事業

・ニーズに即した学級や講座の企画

と自主的な運営のための支援

・公民館職員の資質向上のための支

援

生涯

学習課

・地区公民館講座を開設し、

文化と教養を高めた。

・自主活動としてサークルが

余暇を利用して活動した。

学習発表会、地域づくりの

盆踊り大会や、自然体験な

どを実施した。

・職員資質向上と公民館相互

理解のため各種研修会へ

の参加と、館長、主事会及

び代表館長会を開催し公

民館運営の円滑化を図っ

た。

≪成果≫

○利用団体等が自己研鑽

と仲間作りのため、余暇

時間を活用した。また、

学んだことを地域交流

に役立て、地域リーダー

として活動した。

○代表館長会を開催する

ことにより公民館の運

営が円滑に行えた。

≪課題≫

●地域住民のニーズに即し

た講座、研修会の開催を検

討する。

●過疎、高齢化に対しての公

民館の在り方を検討する。

B
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立

■主要施策１４

新たな生涯学習

人口の増加と地

域づくりの推進

○だれもが自主

的に学ぶ生涯

学習のまちづ

くりのための

環境を整備し

ます。

（３）交流センター管理･運用事業

・広報やホームページを活用して積

極的な情報発信

・施設の交流箇所の改善･修理

生涯

学習課

・リピーターを中心に、市内

外から多数の利用客が北

山交流センターで宿泊し、

研修と交流ができた。

≪成果≫

○夏季を中心に宿泊客が

あり、研修と交流が行わ

れた。

≪課題≫

●外国人や冬季の宿泊客

の利用促進のための手

立てを工夫する。

Ｂ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題

評
価実 績 成果と課題 市民の要望等

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立

■主要施策１５

生涯スポーツの

振興

○誰もが気軽に

スポーツを楽

しむことがで

きる環境を整

備します。

（１）体育施設指定管理事業

高富地域社会体育施設について、

ＴＳＣを指定管理者として委託

・適切な管理･運営状況の把握と助言

・施設の維持管理についてＴＳＣと

連携して整備

・高富地域以外の社会体育施設と学

校開放施設の指定管理検討

生涯

学習課

・市総合体育館をはじめとす

る高富地域社会体育施設

について、ＴＳＣを指定管

理者とし、施設の維持、管

理事業を委託した。

≪成果≫

○指定管理者制度でサー

ビス向上が図られ、利用

者が増加した。

≪課題≫

●２３年度からの美山及

び伊自良地域の委託管

理料金を検討する。

Ａ

（２）体育施設管理事業

・社会体育施設や学校開放施設の利

用促進とマナー向上

・使いやすい環境を市民協働で推進

する「体育施設清掃」の実施

生涯

学習課

・社会体育施設及び学校開放

施設の計画的な貸出がで

きた。

・６月に利用者による社会体

育施設清掃を実施した。

≪成果≫

○社会体育施設の清掃を

利用者自身が行うこと

により、奉仕の精神を養

うことができた。

≪課題≫

●社会体育施設と学校開

放施設の管理を、市と指

定管理者それぞれで管

理しているため、予約等

に不便をきたす場合が

ある。市と指定管理者の

連絡を密にするととも

に、予約等について検討

していく。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題

評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立

■主要施策１５

生涯スポーツの

振興

○誰もが気軽に

スポーツを楽

しむことがで

きる環境を整

備します。

（３）スポーツ関係団体育成・支援

事業

・市体育指導委員を中心に展開する

市スポーツイベントの企画運営

・健康づくりの観点からの体育協会、

体育振興会との連携事業を展開

・市民のニーズに応じた環境整備と

運動プログラムの実践

生涯

学習課

・各地区体育振興会による市

民運動会の開催

・市主催による各種スポーツ

大会の開催

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会

9月開催 地区代表34 ﾁｰﾑ

ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ大会 12月開催

地区代表38チーム

・市民の地域行事等への参加

を促し、健康・体力づくり、

まちづくりに努めた。

≪成果≫

○スポーツ人口の拡大と、

健康の増進及び市民間

のコミュニティー意識

の高揚が図られた。

≪課題≫

●新たなスポーツ人口の

掘り起こしを行う。

Ａ

（４）総合型地域スポーツクラブ

育成･支援事業

・小中学生対象「スクール事業」

・他世代交流「スポーツ広場」

・ニーズに即した事業

・健康・競技志向、小・中、成年対

象「スポーツ教室」

・質を高める「指導者研修」

生涯

学習課

・会員…………１,４１２名

・登録指導者……１２０人

・スクール事業

（小）11種目613人登録

（中）14種目573人登録

・スポーツ広場事業

9種目352人登録

・スポーツ教室事業

年3期39講座675人参加

・スポーツイベント事業

年７回2,384人参加

・種目別研修事業17名参加

・指定管理事業H20～H22

≪成果≫

○多様なニーズに対応し

た魅力ある事業を展開

し、地域のスポーツ振興

やコミュニティーづく

りを推進した。

≪課題≫

●指導者の確保・養成及び

市民のニーズに合った

事業を展開していく。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動

■主要施策１６

文化芸術活動基

盤の充実と活動

の推進

○施設を最大限

に活用し、市民

のニーズに合

わせた活動を

推進します。

（１）文化の里花咲きホール活用推

進事業

・各種コンサート・公演による市民

への芸術鑑賞機会の提供

・小中学校や地域へアーティストを

派遣するアウトリーチ事業の開催

・ホールでのワークショップ事業に

よる住民の芸術体験等の提供

生涯

学習課

・音楽公演４回、演劇公演１

回、寄席公演 1 回を行い、

市民へ芸術鑑賞機会を提

供した。

・小中学校へのアウトリーチ

事業を５回開催した。

・市民参加の演劇公演や花咲

きコンサートの稽古、練

習、本番を通して芸術を体

験する機会を提供した。

≪成果≫

○アウトリーチ事業

市内の児童生徒に対し、

質の高い芸術を間近で

体感する機会を提供、豊

かな人間性や感性を涵

養することができた。

○ホール公演

アウトリーチと連動した

公演により、地域に密着

した質の高いアーティス

ト公演を実施できた。

≪課題≫

●全体集客数はもとより、幼

児～大人まで幅広い年齢

層の集客が必要である。

Ａ

（２）古田紹欽記念館展覧会等開設

事業

・定期的に展示替えをし、広報･ホー

ムページでＰＲ

・茶道ボランティアの協力のもと、

茶会や講座の開催

・地域文化、日本文化の情報発信

生涯

学習課

・広報等で日本文化、地域文

化をＰＲした。

・日本文化の体感や館への集

客を図るため、通常時の抹

茶体験をはじめ茶道ボラ

ンティアの協力のもと、市

民茶会（年２回）や講座を

開催した。

・館内展示を通して、古田氏

の美しい心の世界をはじ

め、幅広い交流関係や、地

域の偉人を紹介した。

≪成果≫

○展示、抹茶体験、市民茶

会、講座等を通し、古田

氏の美しい心、日本や地

域の文化の素晴らしさ

を発信することができ

た。

≪課題≫

●館の周知を積極的に図

り、山県市の文化や偉人

等を掘り起こし発信し

ていく。

Ａ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動

■主要施策１７

市民の読書活動

の推進

○子どもから大

人まで、読書に

親しむ環境を

整備します。

（１）読み聞かせ教室の開催事業

・子どもたちが楽しく気軽に参加で

きるおはなし会の企画

・図書館内の内装などにも配慮した

本に親しめる環境づくり

・イベント、「子ども読書の日」、「子

ども読書週間」等の広報活動

生涯

学習課

・読み聞かせボランティアの

協力のもとおはなし会を

実施した。

(本館)

50回実施

延べ611人参加

（みやまジョイフル倶楽部）

24回実施

延べ274人参加

・美術館の特別展開催期間に

展示の原画の絵本や作者

による読み聞かせを実施

した。

≪成果≫

○読み聞かせを通し、本の

楽しさを体験させるこ

とができた。 本に興味

を持つ子どもが増えた。

○絵本の原画にふれなが

ら美術館で読み聞かせ

を行い、雰囲気を変える

ことによって楽しさを

演出できた。

Ａ

（２）図書の充実事業

・購入できない資料は他館と連携し

た利用ニーズへの対応

・読みたくなるような展示方法や館

内表示等の工夫

・利用者のニーズに応じた資料収集

生涯

学習課

・購入できない資料は、他の

図書館と連携し利用者ニ

ーズに応じた資料収集を

行うことができた。

・新刊本の一覧を掲示し、分

かりやすくした。

・分室の高富中央公民館図書

室に図書館システムを導

入し、本館とのシステムの

一元化を行い、利用者のサ

ービス向上を図った。

≪成果≫

○利用者の要求する資料を

提供することができた。

○利用者が新刊本を探し

やすくなった。

○利用者がＷｅｂ等から

高富図書室の蔵書が分

かるようになり、予約が

可能となり利用しやす

くなった。

≪課題≫

●図書館利用を更に促す

ための図書資料の選書

をしていく。

Ａ



31

様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動

■主要施策１８

文化財や伝統芸

能等の継承推進

○市民のかけが

えのない財産

を学び、次世代

に継承します。

（１）文化財保存事業

・文化財保護の啓発

・老朽箇所の修繕

・諸問題解決の文化財保存会と連携

・民俗資料の整理整頓、展示の工夫

生涯

学習課

≪補助金の交付≫

・国重要文化財「白山神社拝

殿」管理事業

・市無形民俗文化財等の保存

団体の保護継承活動

・市天然記念物「県神社の椋

の木」修復

・市無形民俗文化財備品「獅

子頭」修復

≪国重要文化財「白山神社拝

殿」修復の検討≫

・拝殿の修復に向けた準備委

員会の設置と検討を実施

≪工事立会≫

・周知の埋蔵文化財包蔵地内

での開発事業に対応し、工

事立会 1 件を実施

≪民俗資料の整理業務≫

・歴史民俗資料館に保管され

ている民俗資料約 2000 点

の整理

≪成果≫

○文化財保護、保存団体の

活動の活性化を促進し、

地域文化の保護継承の

一助となった。

○平成 23・24 年度修復事

業に向けた組織の確立

と方針の決定ができた。

○工事立会を実施し、文化

財保護法に基づく適切

な対応を行った。

○民俗資料の管理を充実

させ、後世に語り継ぐた

めのデータとした。一部

展示替えを実施し、市民

への周知を図った。

≪課題≫

●歴史民俗資料館の展示

をさらに充実させる。

Ｂ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動

■主要施策１９

国際理解教育の

推進

○多文化共生社

会をめざし、国

際感覚を磨き

ます。

（１）青少年の海外派遣事業

アメリカフローレンス市との交流

・日程の再検討や事業内容の見直し

による市民が参加できる制度検討

・派遣と受け入れの隔年実施の検討

・「ホストファミリーの会」研修企画

生涯

学習課

・アメリカフローレンス市へ

高校生等を派遣し、文化の

交流と異文化へのふれあ

いを行った。

・フローレンス市からの高校

生たちの訪問があり、ホス

トファミリーの会が中心

となり、ホームステイや文

化の交流・体験を行った。

・ホストファミリーの会の会

員募集を行った。

≪成果≫

○山県市とフローレンス

市との交流と相互理解

が図ることができた。

○ホストファミリーの会

員の相互親睦が図れた。

○新規会員が増え、意欲が

高まった。

≪課題≫

●山県市でのホームステ

イの日程が長く、ホスト

ファミリーの会員の負

担が大きい。 Ａ



33

様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

人
間
尊
重
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
人
づ
く
り
の
推
進

■主要施策２０

学校における人

権教育の推進

○全教育活動を

通し、人権尊重

の精神がみな

ぎる学校をつ

くります。

（１）学校人権教育推進事業

・全教育活動で、道徳・人権問題を

含めた「心にひびく教育」の推進

・人権同和問題に関する研修や広報

活動の充実

・「ひびきあいの日」事業を実施し、

学校・保護者・地域ぐるみの人権

教育を推進

学校

教育課

・中学校区ごとに人権同和研

修会を実施した。

年間２～３回

・高富中学校区で、県教育委

員会指導による研修会を

開催し、５小学校 1 中学校

が道徳授業の公開を行っ

た。

・全学校が「ひびきあいの日」

を実施し、地域、学校、家

庭が一体となった人権教

育の推進に努めた。

≪成果≫

○各中学校区毎に、３年計

画で道徳教育が推進さ

れることで、道徳授業の

向上を図り、児童生徒の

道徳性を高めることが

できた。

○授業公開を行ったり、各

学校行事等の活動を地

域に向かって発信した

りすることで、地域と共

に児童生徒の健全育成

に努めることができた。

≪課題≫

●地域住民と一体になっ

た活動の充実を図る。

学校へ出かけ

る機会を増や

したい。

Ｂ
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様式第２号 事務事業の執行状況 点検評価シート 山県市教育委員会

重
点
施
策

重点目標 平成２２年度の目標 担当課

平成２２年度の実績・成果と課題
評
価

実 績 成果と課題 市民の要望等

人
間
尊
重
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
人
づ
く
り
の
推
進

■主要施策２１

あらゆる場、あら

ゆる機会での人

権教育の推進

○学習機会を充

実させ、人権学

習を推進しま

す。

（１）社会人権教育推進事業

・市社会人権教育推進協議会の開催

による今日的課題に対応した人権

教育の充実

・公民館講座、講演会、家庭教育学

級等の学習機会の拡大

・隣保館での講座による地域住民の

交流促進

生涯

学習課

・子どもを含めた人権問題の

解消、市民の人権感覚を涵

養するために人権講演会

の開催及び啓発に努めた。

・ＰＴＡ家庭教育学級講座の

中に人権教育を位置づけ

実施した。

・美里会館での子どもの習字

教室を開催した。

・標語入り啓発物品を作成し

た。

≪成果≫

○公民館講座、家庭教育学

級、講演会など、学習の

機会を広げることがで

き、市民の人権意識の高

揚を図ることができた。

≪課題≫

●著名な講師を呼び、広く

市民に参加を呼び掛け

ているが、関係者の参加

が大半であり、より多く

の市民の参加が得られ

るようＰＲ等を工夫す

る。
B
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第３章 外部有識者の意見

今年度の山県市教育委員会点検評価委員会において示された意見は、次のとおりです。

これらの意見については、今後の教育行政に活かしていきます。

主要施策１ （１） 「分かる授業・心にひびく教育」推進事業

・公表会や授業参観から「分かる授業」が推進されていることを実感した。さらに、指導方法の

工夫を図り、小中学校の義務教育の基礎基本を確実に習得させることに力点を置いて指導して

いく必要がある。

・特別支援コーディネーターと連携を図るとともに、他機関と連携協力して支援を要する児童生

徒の見極めをしっかりしていく必要がある。

主要施策２ （１） 学校提案型教育活動推進事業

・各学校で、地域の方に直接触れ合える機会を意識的、計画的に設けることが重要である。より

効果や成果を上げるために人材リストを作成する必要がある。

主要施策２ （２） ふるさと大好き、わくわく体験事業

・各学校では、山県市の自然や歴史・文化を実際に学びとれるように創意工夫しながら体験事業

が実施されている。今後も、「ふるさとに学ぶ提案型体験学習」の充実に努めてほしい。

主要施策３ （１） 体力づくり・スポーツ振興事業

・幼児から中高生に至るまでの子どもの体力向上のために、さらに講演会やスポーツ記録測定等

の実施など考慮していく必要がある。

主要施策４ （１） 「力のある教師」を育てる教職員研修推進事業

・「力のある教師」を育てる教職員研修事業が多様に計画され、指導力のある教職員が育っている。

・今日的な課題に即し、即実践力に結びつく中身の濃い研修事業を、教育センターをさらに活用

して推進していく必要がある。

主要施策６ （１） 学校適正規模の方針に基づいた統合推進事業

・統合した美山小学校が順調にスタートできたことは評価できる。小規模校があるが、地理的条

件等をよく勘案するとともに、学校教育だけでなく地域づくりの一環として、市長部局など、

他の機関等と連携して慎重にすすめていく必要がある。
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主要施策８ （１） 学習用ＩＴＣ整備事業

・国が目標とする児童生徒３．６人に一台を早期に整備し、充実した教育になるようにしていく

必要がある。

・児童生徒に情報モラル教育をさらに徹底するとともに、保護者にも正しい情報や安全な取り扱

いを啓発していく必要がある。

主要施策８ （２） 楽しい図書館づくり推進事業

・読み聞かせなどにより、読書に親しむ心や新しい情報を得ようとする態度を育成しようとする

方向は素晴らしい。さらに、学校をはじめとする図書館の充実に努めてほしい。

主要施策９ （２） 地産地消と食育推進事業

・各小中学校において、地産地消を推進していることは大変評価できる。今後も、山県市の野菜

を取り入れるように努めてほしい。

・食の安全に関しては、迅速な対応をお願いしたい。

主要施策 10（１） 学校支援員等配置事業

・学校の実態に即して、各学校に支援員が配置されている。県内に誇れる施策であり、学習・生

活両面に効果が期待でき、今後も継続をお願いしたい。

・支援を必要とする児童生徒一人一人の実態に即した学習支援や生活支援ができるように、さら

に学習支援員等を増員するとともに、一層の資質向上を図る必要がある。

主要施策 11（１） 携帯電話を活用した安心ネット事業

・全保護者の９５％以上の登録は評価できる。不審者情報等は山県市周辺の情報も含めて、今後

も、迅速に配信してほしい。

・保護者だけでなく、自治会長、青少年育成推進員など地域住民への拡大についても研究・検討

をしてほしい。

主要施策 11（２） 生徒指導連携強化事業

・学校間や校種間の連携を図り、一人一人の子ども達を大切にして指導が進められている。子ど

もたちがさらに成長するように、保幼小中高の連携を強化していく必要がある。
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主要施策 12（１） 家族ぐるみの子育て実践事業

・親教育に力点を置いた研修内容にするとともに、入園前の親子などを園に招き、保育士との交

流も取り入れていくとよい。

主要施策 13（１） 青少年の健全育成事業

・青少年市民会議は、各支部が主体的に活動を進めており、一定の効果が上がっている。今後は

大人が企画した行事から、青少年が企画実施する活動を期待する。

主要施策 14（２） 地区公民館活性化事業

・過疎化高齢化の進む中、３０～５０代が積極的に利用できる講座も考慮していく必要がある。

また、各館の受講者を全市から募ることも考えてほしい。

・地区公民館の活性化を図るために、公民館運営委員が最も大事にしていることなどを出し合い

ながら、今後の公民館の在り方、時には、条例改定を含め、市長部局と共に協議し、具体的施

策を実施していくことを期待する。

主要施策 14（３） 交流センター管理・運用事業

・夏季は天体観測や植物観察などの理科学習や、冬季は山スキーなど地域の特性を生かした運用

を検討し、市外への活用を募ることを考えていきたい。

主要施策 15（２） 体育館施設管理事業

・高富体育館は多くの市民の利用があるが、建築後４５年を経過し、耐震診断の結果では補強を

要する施設であるため、今後耐震補強工事または代替え施設での利用を検討する必要がある。

・大桜グランド・梅原グランド及び美山地域のグランドの夜間の利用者が少なく、電気料金（基

本料金）の支払いが高い状況である。今後、利用者の増加対策又は冬期の閉鎖等を検討する必

要がある。

主要施策 17（１） 読み聞かせ教室の開催事業

・山県市の図書館でのおはなし会は、子ども達も楽しく参加でき、とてもよかった。おはなし会

を知らない人も多いと思うため、広報活動をしていく必要がある。

・地域の方々による読み聞かせに加えて、各地域で高校生や中学生などが、幼児や小学生に読み

聞かせをする機会を設けるなど実施方法を工夫していくとよい。
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主要施策 17（２） 図書の充実事業

・２２年度より、市内の図書館が相互にインターネットで結ばれるとともに、県の図書館にもネ

ットでつながり、読みたい本がすぐに入手できるようになった。こうした利便さを、広報等を

通してより広く市民に啓発していく必要がある。

主要施策 18（１） 文化財保存事業

・よりよい文化財展示の充実のために、今後、民俗文化財の整理を進めるとともに、市民への啓

発に努めてほしい。

主要施策 20（１） 学校人権教育推進事業

・美山地区で行われている小中学校の実践交流や保護者・地域の方々への「道徳だより」発行等

を全市に広げ、さらに人権教育を推進してほしい。



・山県市教育委員会点検評価実施要綱

・山県市教育委員会点検評価委員会設置要綱

・山県市教育委員会点検評価委員

・平成２２年度 教育委員会議案等一覧
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○山県市教育委員会点検評価実施要綱

平成 21 年 2 月 27 日

教育委員会告示第 7 号

(目的)

第 1 条 この要綱は、山県市教育委員会(以下「教育委員会」という。)が、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行

うことで、山県市教育行政の推進体制を一層充実させ、教育水準の向上を

図り、もって市民の期待に応えるために必要な事項を定めることを目的とす

る。

(点検評価の実施及び体制)

第 2 条 教育委員会は、前年度の教育委員会の取組みについて、点検評

価を行う。

2 教育委員会は、前項の点検評価を適正なものとするため、外部の学識経

験者によって構成する山県市教育委員会評価委員会(以下「評価委員会」

という。)の意見を聴かなければならない。

(評価事項)

第 3条 教育委員会は、前年度の取組みについて、次の各号に掲げる内容

の点検評価を実施する。

(1) 教育委員会の活動状況 教育委員会会議の実施状況 調査活動の状

況等

(2) 事務事業の執行状況 山県市教育振興基本計画に掲げる主要施策の

施行状況及びその成果

(3) 前年度の点検評価結果への対応状況 前年度の点検評価結果におい

て次項による達成度の評価が C 又は D とされた事務事業に対する対応の

状況

2 前項の点検評価においては、次の 4 区分により達成度の評価を行う。

A 順調に達成しているもの

B おおむね順調に達成しているもの

C 達成見込みであるが課題があるもの

D 順調でないもの

(点検評価の手順)

第 4 条 点検評価を実施するに当たっては、事務局各課がその所管する事

務事業等について第一次評価を行う。

2 教育委員会は、第一次評価の結果を基に、第 2 条第 2 項に規定する評価

委員会の意見を聴いたうえで、教育委員会会議において最終評価を行う。

3 教育委員会は、前項の評価結果を報告書にまとめ、議会に提出する。
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4 教育委員会は、前項の報告書を教育委員会のホームページに掲載するほ

か、広報等を利用し市民に公表する。

(庶務)

第 5 条 点検評価の庶務は、教育委員会事務局において処理する。

(補則)

第 6 条 この要綱に定めるもののほか、この要綱を実施するために必要な事

項は、教育委員会が別に定める。

附 則

この要綱は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。



41

○山県市教育委員会点検評価委員会設置要綱

平成 21 年 2 月 27 日

教育委員会告示第 8 号

(設置)

第 1 条 山県市教育委員会(以下「教育委員会」という。)が、その権限に属

する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行うに当たり、透

明性及び客観性を確保するため、山県市教育委員会点検評価委員会(以

下「評価委員会」という。)を設置する。

(所掌事務)

第 2 条 評価委員会は、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

の状況について、外部の視点から評価を行い、教育委員会に評価結果を

報告する。

2 山県市教育委員会点検評価実施要綱第 3条第 1項各号に定める点検評

価は、それぞれ様式第 1 号～第 3 号により行う。

(組織)

第 3 条 評価委員会は、委員 10 人以内をもって組織する。

2 委員は、次に掲げるもののうちから教育委員会が委嘱する。

(1) 教育学その他教育行政に関する専門知識を有する者

(2) 学校関係者

(3) 保護者

(4) 民間における企業体、団体等の関係者

(5) その他教育長が適当と認める者

(任期)

第 4 条 委員の任期は 2 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

2 委員は、再任されることができる。

(委員長)

第 5 条 評価委員会に委員長を置く。

2 委員長は、委員の互選により定める。

3 委員長は、会務を総理し、評価委員会を代表する。

4 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指定した委員がその職務を

代理する。

(会議)

第 6 条 評価委員会は、委員長が招集し、その会議の議長を務める。

2 評価委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができな

い。
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3 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて、意見を

聴取し、又は必要な資料等の提出を求めることができる。

(庶務)

第 7 条 評価委員会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。

(補則)

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、評価委員会の運営に関し必要な事

項は、委員長が評価委員会に諮って定める。

附 則

この要綱は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。

様式第 1 号(第 2 条関係)

教育委員会の活動状況 点検評価シート

山県市教育委員会

内容項目 実績 成果・課題
評

価

教育委員会会議

の実施状況

○開催回数

○審議件数

【成果】

【課題】

調査活動の状況

等

○視察調査

・市内視察

・市外視察

【成果】

【課題】
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様式第 2 号(第 2 条関係)

事務事業の執行状況 点検評価シート

山県市教育委員会

重

点

施

策

重点

目標

年度

の目標

担当

課

年度の実績・成果と課題

評

価

実績 成果・課題
市民の

要望

様式第 3 号(第 2 条関係)

前年度点検評価結果への対応状況 点検評価シート

山県市教育委員会

年度の実施した点検評価

において課題とされた事項

前

年

度

の

評

価

課題に対する 年度の

取り組み状況

実績 成果・課題
評

価

課題

○
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山県市教育委員会点検評価委員会委員

平成２３年度

委員長 岩 田 惠 司 （岐阜大学名誉教授）

副委員長 丹 羽 英 之 （市自治会連合会長）

委 員 石 神 真 （市議会総務文教委員長）

委 員 西 村 覺 良 （市社会教育委員会代表）

委 員 岡 田 治 雄 （市体育協会長）

委 員 若 井 紀 宏 （市ＰＴＡ連合会代表）

委 員 藤 木 節 子 （山県高等学校長）

委 員 富 松 省 三 （小中学校長会長）

委 員 河 野 隆 （はなぞの北幼稚園長）

委 員 江 川 厚 子 （市保育園長代表（伊自良保育園））



○ 委員長専決議案

決 裁 日

議 決 日

4月30日

5月15日

9月13日

11月22日

1月14日

2月17日

○ 報告議案

議案番号 議 案 名
提 出
委員会

議 決 日

報第1号
平成２１年度山県市教育委員会の主要な施策の成果説明に
ついて

第４回 8月27日

報第2号
平成２１年度山県市教育委員会の事務事業点検評価結果に
ついて

第４回 8月27日

報第3号
山県市児童生徒学習状況調査実施要領及び山県市児童生徒
学習状況調査の結果の取扱いについて

第９回 3月24日

○ 議案

議案番号 議 案 名
提 出
委員会

議 決 日

議第1号
平成２２年度岐阜県教科用図書岐阜地区採択協議会の設置
について

第１回 4月14日

議第2号 山県市教育委員会委員長の選挙について 第２回 5月15日

議第3号 山県市教育委員会委員長職務代理者の指定について 第２回 5月15日

議第4号
山県市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正
する要綱について

第２回 5月15日

第７回

教育委員会審議議案一覧

議案番号 議 案 名
提 出
委員会

承第1号 山県市公民館職員の任命について（桜尾公民館） 第２回

承第2号 山県市公民館職員の任命について（大桑公民館） 第５回

承第3号 山県市公民館職員の任命について（大桑公民館）
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○ 議案

議案番号 議 案 名
提 出
委員会

議 決 日

議第5号 平成２３年度使用小・中学校用教科用図書の採択について 第３回 7月23日

議第6号
平成２２年度一般会計（教育委員会）補正予算（第４号）
について

第４回 8月27日

議第7号
平成２２年度一般会計（教育委員会）補正予算（第７号）
について

第５回 11月22日

議第8号 山県市体育施設の指定管理者の指定について 第５回 11月22日

議第9号
平成２２年度一般会計（教育委員会）補正予算（第８号）
について

第６回 1月13日

議第10号 平成２３年度教職員人事異動方針について 第６回 1月13日

議第11号
山県市文化財保護事業補助金交付要綱の一部を改正する要
綱について

第７回 2月17日

議第12号
平成２２年度一般会計（教育委員会）補正予算（第１０
号）について

第７回 2月17日

議第13号 平成２３年度一般会計（教育委員会）予算について 第７回 2月17日

議第14号
平成２２年度山県市教育委員会表彰被表彰者の決定につい
て

第７回 2月17日

議第15号 山県市図書館利用規程の一部を改正する規程について 第８回 3月10日

議第16号 平成２３年度教職員人事について 第８回 3月10日

議第17号
平成２３年度山県市教育委員会事務局職員及び教育機関の
職員の任免について

第９回 3月24日

議第18号 山県市教育センター次長の任命について 第９回 3月24日

議第19号 山県市地区公民館職員の任命について 第９回 3月24日
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○ 教育委員協議会

第１回 4月2日

第２回 4月7日

第２回 4月7日

第３回 5月15日

第４回 7月8日

第４回 7月8日

第５回 7月23日

第５回 7月23日

第６回 11月22日

第７回 1月13日

第８回 3月10日

第８回 3月10日

第８回 3月10日

開 催 日

平成２２年度小・中学校校長との意見交換会

美山小学校開校式

平成２３年度使用小・中学校用教科用図書採択の協議について

教育センター事業について次長と対談及び視察

「岐阜県市町村教育委員会連合会表彰」伝達式

平成２２年度教育施設各種工事の進捗状況について

山県市立小中学校における全国学力学習状況調査の結果の取扱いにつ
いて

緊急総合経済対策「地域活性化交付金」の教育委員会対応事業につい
て

高富中央公民館視察

協 議 事 項

美山小学校評議委員、ＰＴＡ役員及び教職員との意見交換会

山県市立小学校及び中学校適正規模推進計画に基づく適正規模の見極
めについて

美山小学校校長と対談及び視察

平成２２年度小中学校アウトリーチ事業視察
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